
志　願　受　付　　令和７年11月11日（火）～13日（木）
適性検査・面接　　令和７年12月 ６日（土）
合 格 者 発 表　　令和７年12月16日（火）

【募集定員】
・80 名

【志願資格】
・令和８年３月に小学校、特別支援学校小学部を卒業
　する見込みの児童
・保護者とともに長野県内に居住する児童
　（自宅からの通学を基本とする）
　※詳しい内容は、長野県教育委員会ホームページ、又は学校ホームページを

　　 ご覧下さい。

【お車でお越しの場合】　更埴 I.C より約５分

【電車でお越しの場合】　屋代高校前駅より徒歩約５分

【問い合わせ先】

長野県屋代高等学校附属中学校
〒387-8501 長野県千曲市屋代 1000

電話 026-272-9201　FAX 026-272-9202

E-mail yashiro-fuzoku@pref.nagano.lg.jp　HP https://www.nagano-c.ed.jp/yashiro/
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●セブン
イレブン

●千曲市立屋代中学校

更埴 I.C 屋
代
高
校
前
駅

附属中学校

屋代高等高校高見町

屋代

粟佐北

長野道

・JA 共済小・中学生第 68 回書道コンクール  条幅の部　金賞

・第18 回スクラップ新聞コンクール（信濃毎日新聞社・信毎販

　売店主催）優秀賞２名受賞

・中学生の税についての作文「日本税理士会連合会会長賞」「関

　東信越国税局管内納税貯蓄組合連合会長賞」など４名受賞

・第 72 回長野県統計グラフコンクール第４部（中学生手描き）

　「長野県知事賞」「SBC 賞」等 16 名受賞

・読書感想文　中学校２類金賞

・第 36 回読書感想画コンクール優秀賞（県入選）

・第 43 回人権作文コンテスト長野県大会長野地区優良賞

A 学習習慣とテスト・考査等を学期の中で一連のサイ
クルとなるように年間計画を立てています。
☆印のついた月ではチェックテスト（単元テスト）や９
教科のパフォーマンステスト、レポート課題などを主に
行います。自分の力を確実なものにするために再テスト
を行う等の学習サイクルを導入しています。
　４月・８月・１月に学力推移調査で全国における自分
の学力を確認し、９月と２月に定期考査を行い、前期と
後期それぞれの評価をします。
　チェックテストや定期考査には、目標到達度に達成で
きるように、朝や放課後を使って学習したり、類似問題
の課題を出したりします。指導と評価を一体的にとらえ、
生徒一人ひとりの学習の成長を支援していきます。

屋代高等学校附属中学校のテスト・考査等

Q毎日の宿題とテストについて教えてください。

第 72 回長野県統計グラフコンクール授与式

前  

期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

学力推移調査 定期考査

学
力
の
高
ま
り

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。学力推移調査

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆☆ ☆

後  

期

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学力推移調査 定期考査

学
力
の
高
ま
り

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆ ☆
目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆

Q&AQ&A 令和６年度受賞実績令和６年度受賞実績 AwardsAwards

アクセスアクセス School InformationSchool Information

入学者選抜入学者選抜 Aptitude Test & InterviewAptitude Test & Interview
（１年次）

Ⅰ　入学時学校納入金　　　　　　　　　　 15,000円

Ⅱ　5月分以降の学校納入金〈予定額〉

　 （教材費・旅行積立等） 　 　 　　 5月　33,700円

 　　　　　　　　7・ 9・11・1月　16,700円

学校納入金学校納入金 School-Related FeesSchool-Related Fees

卒業後の進路卒業後の進路

クラブ活動クラブ活動 Club ActivitiesClub Activities

　屋代高校附属中学
校は、自らの興味関
心をとことん追究で
きる場です。中高一
貫校という特性を活
かし、中学３年間を
目先の受験に縛られ
ることなく、広い視
野で探究を深められ
る環境が整っていま
す。私 自 身、教 科 書
の枠を超えた発展的
な学習や、高校の内
容に触れる授業を通
して、学びの面白さ
を実感することがで
きました。
　また、学びに対して
同じ志を持つ仲間と切磋琢磨できたことも、大きな財産
です。互いに教え合い、考えを共有する中で、多様な価
値観に触れ、自分自身の考えをさらに深めることができ
ました。この附属中学校で得た学びの楽しさと、学び続
ける姿勢は、これから先の人生においても私の大切な礎
となると感じています。

After GraduationAfter Graduation

　屋代高等学校の卒業生は、“自分の夢の実現”のためほとんどの生

徒が 四年制大学、短期大学等の高等教育学校へ進学します。生徒

は、学校での通常授業や補習授業等での学習を大切にして、大学入

試に臨みます。下の表は、令和６年度（2024年度）の卒業生の合格

状況と、過去５ヵ年の主な進学先です。

令和６年度卒業生合格状況

最近5ヵ年の主な進学先  （四年制大学・既卒含む）

中学班活動の主な成績（2024 年度）

生徒数

267

国公立大学

169

私立大学

488

短期大学

１

専門学校等

２

●ハンドボール　中体連県大会 男子３位・女子３位

　　　　　　　　新人大会県大会出場

●硬 式 テ ニ ス　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 個人戦 ) 

　　　　　　　　　女子ダブルス３位 ( 北信越出場）

　　　　　　　　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 団体戦 ) 

　　　　　　　　　男子１位・女子１位 ( 男女ともに北信越大会出場 )

　　　　　　　　北信越中学生テニス選手権大会（団体戦）

　　　　　　　　兼 第 51 全国中学生テニス選手権大会・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越地域予選大会女子３位

●柔　道　中体連県大会出場

●水　泳　中体連県大会出場

●卓　球　中体連北信地区予選 出場

　　　　　新人大会北信地区出場

●科　学　第 68 回長野県学生科学賞＜中学生の部＞優良賞

●吹奏楽　北信 B 地区吹奏楽コンクール B 編成 銀賞

　　　　　SBC こども音楽コンクール上田大会 かんてんぱぱ賞

　　　　　長野県アンサンブルコンテスト中学校の部　北信ブロック大会　銀賞

●合　唱　東信 A 地区小中学校ボーカルアンサンブルフェスティバル 銀賞

●美　術　第 14 回わたしの「ふる里自慢」絵画コンクール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生の部 最優秀賞

私立大学
独協、千葉工業、青山学院、学習院、北里、慶應義塾、
国際基督教、工学院、國學院、東洋、駒澤、芝浦工業、
順天堂、成蹊、上智、専修、中央、日本、津田塾、東京女子、
東京電機、東京理科、法政、明治、立教、早稲田、明治薬科、
学習院女子、南山、同志社、立命館、関西、龍谷、近畿、
関西学院　等

国公立大学
北海道、東北、秋田、福島、茨城、筑波、群馬、埼玉、千葉、
お茶の水、電気通信、東京、東京科学、東京海洋、東
京外国語、東京学芸、東京農工、一橋、横浜国立、新潟、
上越教育、富山、金沢、福井、山梨、信州、静岡、名古屋、
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島県立医科、高崎経済、東京都立、横浜市立、都留文科、
大阪公立、長野県立、長野、長野県看護　等

先輩の言葉第８期生
脇本理沙さん（慶応義塾大学医学部）

運 動 班

柔　　道
剣　　道
卓　　球
水　　泳

硬式テニス
ハンドボール
バスケットボール

山　　岳

学 芸 班

吹 奏 楽
合　　唱
科　　学
書　　道
美　　術
演　　劇
英　　語
弦　　楽

ギター・マンドリン

屋代高校の校章はなぜ「鳩」なの？
創立時の名称は「埴科中学校」で通称「埴中」（ハニチュウ）と呼ばれて

いました。「鳩二羽の中学」ということで鳩が二羽います。

　男子の制服はやや灰色がかった墨黒の詰

襟学生服で、６個のボタンが中高一貫６か

年を表現しています。女子の制服はグレー

のブレザーとスラックスやあんずの花をイ

メージしたミニチェック柄のスカートです。

男女共、胸に本校オリジナルの刺繍、校章

をデザインしたボタンを使用し、附属中学

校の生徒としての気品と誇りが漂う制服に

なっています。

第12期生　屋代高等学校附属中学校　
生徒会長　古林快土さん （附属中３年生）

夏服 冬服

伝統と実績
大正12年に「長野県埴科中学校」として開

校し、大正14年に「長野県屋代中学校」と改
称されました。その後、昭和23年の学制改革
により「屋代東高等学校」、更に昭和38年
「長野県屋代高等学校」と校名を変更しなが
ら令和５年度に創立100周年を迎えました。

これまでの間、定時制の併設（昭和23～51
年）、理数科設置（平成４年）、そして附属中
学校創設（平成24年）など、地域と時代の要
請に応える後期中等教育の中核をなす高等学
校として発展してきました。

魂の故郷屋代
　屋代高等学校の生徒（＝屋高生）が、学校で過ごし

た時間や経験はかけがえのないものであり、人生にお
ける精神的な支柱、そして心の拠り所になっていきます。
　卒業生が胸のうちで大切に抱くその思いは、校歌の
中で『魂の故郷（たましいのふるさと）』という言葉で
表されています。屋代高等学校では心を育てることで、
人を育てていきます。
　屋代高等学校の校是の一つが『質実剛健』です。そ
の意味は、「飾り気がなく真面目で、たくましく、しっ
かりしているさま」を指します。
　屋高生の日々の生活、姿そのものが校是と一体化し
ています。

旧制埴科中学校校舎（大正12年頃）
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現役生の言葉

「意志力」「思考力」「貢献力」「人間力」「創造力」「教養力」「協働力」「実行力」―これは、屋代高等学校附属中で掲
げられている言葉です。私は、これまでの学校生活を通して、これら８つの力を伸ばすことができたと感じています。

たとえば授業では、１人１台の端末を活用しながら、意見をまとめて発表したり、仲間と一緒に考えを深めた
りする機会がたくさんあります。ただ知識を学ぶだけでなく「どう考えるか」「どう伝えるか」も重視されてい
て、自分の意見に自信がもてるようになりました。

探究学習では、千曲市に関わる取組を行ったり、学年が上がると自分の関心に合わせた研究をしたりすることがで
きます。教科書には載っていない、これからの社会で必要になる力を、実感を伴って身につけられるのが特徴です。

そして生徒会では、全校生徒でより良い学校をつくるために意見を出し合い、企画を形にしていきます。仲間
と協力しながら、自分の「やってみたい」を実現できる場がここにはあります。

こうした日々の活動を通して、自然と８つの力が自分の中に育っていくのを感じられるのが、屋代高等学校附
属中の魅力だと思います。受検を迷っている方も、公開授業や鳩祭（文化祭）などの行事に参加することで、附
属中の雰囲気や実際にどんなことをしているかを知ることができます。ぜひ一度、見に来てみてください。

屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目）屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目） HistoryHistory

制服制服 School UniformsSchool Uniforms

県立中高一貫校 

長野県屋代高等学校
附  属  中  学  校

Yashiro Fuzoku Junior High School

創立平成24年度（開校1４年目）

https://yashiro.jpn.org/ 附属中活動↑

令和７年度（2025 年度）

学校案内

魂の故郷　屋代魂の故郷　屋代
質実剛健　文武両道質実剛健　文武両道
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同じ志を持つ仲間と切磋琢磨できたことも、大きな財産
です。互いに教え合い、考えを共有する中で、多様な価
値観に触れ、自分自身の考えをさらに深めることができ
ました。この附属中学校で得た学びの楽しさと、学び続
ける姿勢は、これから先の人生においても私の大切な礎
となると感じています。

After GraduationAfter Graduation

　屋代高等学校の卒業生は、“自分の夢の実現”のためほとんどの生

徒が 四年制大学、短期大学等の高等教育学校へ進学します。生徒

は、学校での通常授業や補習授業等での学習を大切にして、大学入

試に臨みます。下の表は、令和６年度（2024年度）の卒業生の合格

状況と、過去５ヵ年の主な進学先です。

令和６年度卒業生合格状況

最近5ヵ年の主な進学先  （四年制大学・既卒含む）

中学班活動の主な成績（2024 年度）

生徒数

267

国公立大学

169

私立大学

488

短期大学

１

専門学校等

２

●ハンドボール　中体連県大会 男子３位・女子３位

　　　　　　　　新人大会県大会出場

●硬 式 テ ニ ス　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 個人戦 ) 

　　　　　　　　　女子ダブルス３位 ( 北信越出場）

　　　　　　　　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 団体戦 ) 

　　　　　　　　　男子１位・女子１位 ( 男女ともに北信越大会出場 )

　　　　　　　　北信越中学生テニス選手権大会（団体戦）

　　　　　　　　兼 第 51 全国中学生テニス選手権大会・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越地域予選大会女子３位

●柔　道　中体連県大会出場

●水　泳　中体連県大会出場

●卓　球　中体連北信地区予選 出場

　　　　　新人大会北信地区出場

●科　学　第 68 回長野県学生科学賞＜中学生の部＞優良賞

●吹奏楽　北信 B 地区吹奏楽コンクール B 編成 銀賞

　　　　　SBC こども音楽コンクール上田大会 かんてんぱぱ賞

　　　　　長野県アンサンブルコンテスト中学校の部　北信ブロック大会　銀賞

●合　唱　東信 A 地区小中学校ボーカルアンサンブルフェスティバル 銀賞

●美　術　第 14 回わたしの「ふる里自慢」絵画コンクール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生の部 最優秀賞

私立大学
独協、千葉工業、青山学院、学習院、北里、慶應義塾、
国際基督教、工学院、國學院、東洋、駒澤、芝浦工業、
順天堂、成蹊、上智、専修、中央、日本、津田塾、東京女子、
東京電機、東京理科、法政、明治、立教、早稲田、明治薬科、
学習院女子、南山、同志社、立命館、関西、龍谷、近畿、
関西学院　等

国公立大学
北海道、東北、秋田、福島、茨城、筑波、群馬、埼玉、千葉、
お茶の水、電気通信、東京、東京科学、東京海洋、東
京外国語、東京学芸、東京農工、一橋、横浜国立、新潟、
上越教育、富山、金沢、福井、山梨、信州、静岡、名古屋、
京都、大阪、神戸、徳島、九州、宮崎、国際教養、福
島県立医科、高崎経済、東京都立、横浜市立、都留文科、
大阪公立、長野県立、長野、長野県看護　等

先輩の言葉第８期生
脇本理沙さん（慶応義塾大学医学部）

運 動 班

柔　　道
剣　　道
卓　　球
水　　泳

硬式テニス
ハンドボール
バスケットボール

山　　岳

学 芸 班

吹 奏 楽
合　　唱
科　　学
書　　道
美　　術
演　　劇
英　　語
弦　　楽

ギター・マンドリン

屋代高校の校章はなぜ「鳩」なの？
創立時の名称は「埴科中学校」で通称「埴中」（ハニチュウ）と呼ばれて

いました。「鳩二羽の中学」ということで鳩が二羽います。

　男子の制服はやや灰色がかった墨黒の詰

襟学生服で、６個のボタンが中高一貫６か

年を表現しています。女子の制服はグレー

のブレザーとスラックスやあんずの花をイ

メージしたミニチェック柄のスカートです。

男女共、胸に本校オリジナルの刺繍、校章

をデザインしたボタンを使用し、附属中学

校の生徒としての気品と誇りが漂う制服に

なっています。

第12期生　屋代高等学校附属中学校　
生徒会長　古林快土さん （附属中３年生）

夏服 冬服

伝統と実績
大正12年に「長野県埴科中学校」として開

校し、大正14年に「長野県屋代中学校」と改
称されました。その後、昭和23年の学制改革
により「屋代東高等学校」、更に昭和38年
「長野県屋代高等学校」と校名を変更しなが
ら令和５年度に創立100周年を迎えました。

これまでの間、定時制の併設（昭和23～51
年）、理数科設置（平成４年）、そして附属中
学校創設（平成24年）など、地域と時代の要
請に応える後期中等教育の中核をなす高等学
校として発展してきました。

魂の故郷屋代
　屋代高等学校の生徒（＝屋高生）が、学校で過ごし

た時間や経験はかけがえのないものであり、人生にお
ける精神的な支柱、そして心の拠り所になっていきます。
　卒業生が胸のうちで大切に抱くその思いは、校歌の
中で『魂の故郷（たましいのふるさと）』という言葉で
表されています。屋代高等学校では心を育てることで、
人を育てていきます。
　屋代高等学校の校是の一つが『質実剛健』です。そ
の意味は、「飾り気がなく真面目で、たくましく、しっ
かりしているさま」を指します。
　屋高生の日々の生活、姿そのものが校是と一体化し
ています。

旧制埴科中学校校舎（大正12年頃）
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現役生の言葉

「意志力」「思考力」「貢献力」「人間力」「創造力」「教養力」「協働力」「実行力」―これは、屋代高等学校附属中で掲
げられている言葉です。私は、これまでの学校生活を通して、これら８つの力を伸ばすことができたと感じています。

たとえば授業では、１人１台の端末を活用しながら、意見をまとめて発表したり、仲間と一緒に考えを深めた
りする機会がたくさんあります。ただ知識を学ぶだけでなく「どう考えるか」「どう伝えるか」も重視されてい
て、自分の意見に自信がもてるようになりました。

探究学習では、千曲市に関わる取組を行ったり、学年が上がると自分の関心に合わせた研究をしたりすることがで
きます。教科書には載っていない、これからの社会で必要になる力を、実感を伴って身につけられるのが特徴です。

そして生徒会では、全校生徒でより良い学校をつくるために意見を出し合い、企画を形にしていきます。仲間
と協力しながら、自分の「やってみたい」を実現できる場がここにはあります。

こうした日々の活動を通して、自然と８つの力が自分の中に育っていくのを感じられるのが、屋代高等学校附
属中の魅力だと思います。受検を迷っている方も、公開授業や鳩祭（文化祭）などの行事に参加することで、附
属中の雰囲気や実際にどんなことをしているかを知ることができます。ぜひ一度、見に来てみてください。

屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目）屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目） HistoryHistory

制服制服 School UniformsSchool Uniforms

県立中高一貫校 

長野県屋代高等学校
附  属  中  学  校

Yashiro Fuzoku Junior High School

創立平成24年度（開校1４年目）

https://yashiro.jpn.org/ 附属中活動↑

令和７年度（2025 年度）

学校案内

魂の故郷　屋代魂の故郷　屋代
質実剛健　文武両道質実剛健　文武両道

ふ る さ とふ る さ と



カリキュラムカリキュラム  Curriculum Curriculum

国語
　言葉のはたらきに注目し、効

果的な表現や論理的な文章の展

開について追究していきます。

数学
　数学的な考え方を使い、仲間

とともに答えまでの過程を大切

にしながら考えていきます。

道徳
　自分の意見や考えを共有しな

がら、互いを尊重し合う大切さ

を学びます。

保健体育
　楽しく身体を動かし、豊かに

生きていくための体力と健康に

関する知識を身に付けます。

社会
　歴史や現代社会の中にある

「なぜ」について、資料を集め
て仲間とともに解決していき
ます。

英語
　実際のコミュニケーションを
想定した活動や自分の考えを伝
える活動を通して英語の力を身
に付けます。

音楽
　仲間と協力しながら合奏・合
唱の練習を進めたり、鑑賞の活
動を通して、音楽的な見方や考
え方を広げていきます。

理科
　様々な自然事象から生み出さ
れる「なぜ」を大切に、理科の見
方・考え方を働かせて探究して
いきます。

美術
　自分の想像力を働かせたり、

ものを見て感じたりしたことを

様々な作品で表現します。

技術
　身の回りで役立つも

のを考え、実際に自分

たちで作ります。

家庭科
　生きていく中で必要

なスキルを身に付け、よ

りよい生活を作り出し

ます。
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　生徒たちが自分の力で学び続けられる人になれるように、仲間と協働的に学ぶことを大切に授業をしています。具体的に
は、「授業」「探究活動」「自主学習」という三つの柱で生徒の学びを支え、資質・能力を育成します。

４月 April ５月 May ６月 June ７月 July ８月 August ９月 September

10 月 October 11 月 November 12 月 December １月 January ２月 February ３月 March

・始業式
・入学式
・新入生歓迎会
・地域探索
・マラソン大会
・班結成

・授業公開①
・春季クラスマッチ
・妙高宿泊学習（1年）

入学式入学式

・保護者懇談会
・中体連県大会

・夏休み
・授業公開②

・千曲市探索（１年）
・前期考査
・研修旅行（２年）
・ものづくりフェア（２年）
・大学見学（３年）

・終始業式
・修学旅行（３年）
・市中合同音楽会（３年）
・中学入学選抜説明会
・福祉体験（２年）

・人権学習
・中学クラスマッチ

・県立中学校入学者選抜
・保護者懇談会
・中学生徒会選挙
・冬休み

・後期考査
・総合文化発表会

卒業式卒業式生徒会選挙生徒会選挙修学旅行修学旅行

海外語学研修海外語学研修

・一人一研究発表（高校）
・海外語学研修（３年）
・SSHフォーラム
・イングリッシュスクール（２年）
・卒業式
・終業式・離任式

・芸術鑑賞
・中学校説明会
・中体連北信大会
・鳩祭

地域探究学習地域探究学習

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

生徒会行事
最大のイベント
生徒会行事
最大のイベント

鳩祭鳩祭

人権学習人権学習

マラソン大会マラソン大会 クラスマッチクラスマッチ

中高合同で行う行事。学年関係なくみんなで励ま
しあいながらゴールを目指します。
中高合同で行う行事。学年関係なくみんなで励ま
しあいながらゴールを目指します。

探究活動の一環として３日間、調査や活動のた
めに２年生が参加します。
探究活動の一環として３日間、調査や活動のた
めに２年生が参加します。

研修旅行研修旅行

総合文化発表会総合文化発表会

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

オンライン授業・探究学習日
　年に数回、登校せずに行うオンライ
ンによる在宅学習を実施しています。
午前４時間オンライン授業を行い、午
後は探究学習として自ら学びをさらに
深めたり、自分の興味のあることにつ
いてじっくりと深く探究したりする日
として設定しています。

CSS特別講座
　Co-Studying Space の略称で、『学
びの共同空間』という意味です。仲間
や高校生と共同して、自分に必要な学
びに取り組むことを目的として、毎週
水曜日に実施しています。学年の枠を
超えて学習に取り組むことや、わから
ないことを互いに聞いたり教えたりす
る空間となることを目指しています。

ICT は文房具として
　毎日 ICT を効果的に活用した授業を
展開しています。授業に限らず、生徒
会活動や家庭学習にも幅広く活用して
おり、生徒にとっては文房具の一つと
なっています。

昼食はお弁当
　昼食はお弁当を各自持参し、「牛乳給
食」として牛乳のみ配膳されています。
また、斡旋弁当の注文や、「カレーの日」
を実施しています。

生徒会活動
　令和３年度から全員参加の生徒会と
して中学校独自の生徒会を加え、全部
で 17 の委員会に分かれて活動してい
ます。令和７年度スローガン「皆拓」
のもと、学校生活をより充実させるよ
うな自治活動を目指しています。

９割が電車通学
　東北信地域を中心に、電車、バス、
自転車を利用して通学しています。し
なの鉄道の「屋代高校前駅」が徒歩５
分と近くにあるため、９割近くの生徒
が電車を利用しています。

学校生活学校生活 School LifeSchool Life

第 10 期生
黒岩律希さん （屋代高校 2 年生）
　屋代高校附属中学校の
一番の魅力は、レベルの
高い仲間や、先輩後輩達
と６年間を通してさまざ
まな場所で交流をしたり、
一緒に学んだりできる環
境だと思います。
　附属中の授業では、先
生の話を聞いて理解する
だけではなく、自分がどう
思ったかを考えて発表する
機会がたくさんあります。
授業を通して、私は友達の話を聞いて納得したり、
新たに疑問に思ったことを先生に質問したりするこ
とで、自分の考えを深めることができました。また、
興味があることを長期間かけて探究していく時間が
あるため、研究のプロセスを学びながら、好きなこ
とを一人一人深めていくことができます。
　班活動では、私は小学校から続けていたためハ
ンドボール班を選び、現在もハンドボール班で練
習に励んでいます。私は仲間と一緒に切磋琢磨し、
心身共に成長することで、チームで全国大会に出
場することができました。中学生と高校生が隣で
練習し、時には高校生の練習に参加する機会もあ
るので、憧れの先輩達を目標にして活動すること
ができます。
　私は附属中で学んだ「文武両道」を忘れずに、自
分の夢に向かってこれからも励んでいきたいです。

教育理念　平成24年、この教育理念のもと屋代高等学校附属中学校が設立されました。

　人の心の痛みのわかる豊かな人間性の涵養、伸びる力を伸ばす学力の向上などにより、 さまざまな分野でリーダーシップを発揮する

ことができ、社会のために貢献できる人材の育成を目指す。

目指す生徒像　３つの要素を育て、バランスのとれた人材育成を目指します。  
　本校では、成長していく生徒一人ひとりをバランスのとれた強くたくましい人材に育てていきたいという願いのもと、「高い知性と

創造性」を身につけ、「豊かな人間性」を育て、「健やかな心と体」を育成するという３つの要素を大事にして指導していきます。　

　本校は高等学校と同じ敷地に中学校を併設した『併設型中高一貫校』です。
　入学者は入学者選抜（適性検査）により決まります。中学校へ入学後は、附属中学校で３年間学習活動を行い、無選抜で屋代高等学校
普通科へ進学します。
　つまり、本校は“屋代高等学校の生徒になるために学び、活動する中学校”です。

発達段階に応じたステージ設計
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屋代高等学校

普通科
（一貫生）

普通科
（選抜生）

理数科

入学者選抜
（適性検査）

80名
無選抜

入学者選抜
（高校入試）

基礎期
・学習習慣の確立
・自己理解
～生活習慣・学習習慣の確立～

１年次・２年次

充実期
・深化発展学習の充実
・自己啓発
～中学生→高校生　自立の促進～

３年次・４年次

発展期
・個性、能力、進路に応じた学習
・自己実現

～自分の将来を考える～
５年次・６年次

先輩の言葉

附属中学校の教育方針附属中学校の教育方針 Education PolicyEducation Policy

併設型中高一貫校のしくみ併設型中高一貫校のしくみ SystemSystem



カリキュラムカリキュラム  Curriculum Curriculum

国語
　言葉のはたらきに注目し、効

果的な表現や論理的な文章の展

開について追究していきます。

数学
　数学的な考え方を使い、仲間

とともに答えまでの過程を大切

にしながら考えていきます。

道徳
　自分の意見や考えを共有しな

がら、互いを尊重し合う大切さ

を学びます。

保健体育
　楽しく身体を動かし、豊かに

生きていくための体力と健康に

関する知識を身に付けます。

社会
　歴史や現代社会の中にある

「なぜ」について、資料を集め
て仲間とともに解決していき
ます。

英語
　実際のコミュニケーションを
想定した活動や自分の考えを伝
える活動を通して英語の力を身
に付けます。

音楽
　仲間と協力しながら合奏・合
唱の練習を進めたり、鑑賞の活
動を通して、音楽的な見方や考
え方を広げていきます。

理科
　様々な自然事象から生み出さ
れる「なぜ」を大切に、理科の見
方・考え方を働かせて探究して
いきます。

美術
　自分の想像力を働かせたり、

ものを見て感じたりしたことを

様々な作品で表現します。

技術
　身の回りで役立つも

のを考え、実際に自分

たちで作ります。

家庭科
　生きていく中で必要

なスキルを身に付け、よ

りよい生活を作り出し

ます。

グ
ル
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プ
に
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っ
て
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い
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し
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ト
を
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　生徒たちが自分の力で学び続けられる人になれるように、仲間と協働的に学ぶことを大切に授業をしています。具体的に
は、「授業」「探究活動」「自主学習」という三つの柱で生徒の学びを支え、資質・能力を育成します。

４月 April ５月 May ６月 June ７月 July ８月 August ９月 September

10 月 October 11 月 November 12 月 December １月 January ２月 February ３月 March

・始業式
・入学式
・新入生歓迎会
・地域探索
・マラソン大会
・班結成

・授業公開①
・春季クラスマッチ
・妙高宿泊学習（1年）

入学式入学式

・保護者懇談会
・中体連県大会

・夏休み
・授業公開②

・千曲市探索（１年）
・前期考査
・研修旅行（２年）
・ものづくりフェア（２年）
・大学見学（３年）

・終始業式
・修学旅行（３年）
・市中合同音楽会（３年）
・中学入学選抜説明会
・福祉体験（２年）

・人権学習
・中学クラスマッチ

・県立中学校入学者選抜
・保護者懇談会
・中学生徒会選挙
・冬休み

・後期考査
・総合文化発表会

卒業式卒業式生徒会選挙生徒会選挙修学旅行修学旅行

海外語学研修海外語学研修

・一人一研究発表（高校）
・海外語学研修（３年）
・SSHフォーラム
・イングリッシュスクール（２年）
・卒業式
・終業式・離任式

・芸術鑑賞
・中学校説明会
・中体連北信大会
・鳩祭

地域探究学習地域探究学習

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

生徒会行事
最大のイベント
生徒会行事
最大のイベント

鳩祭鳩祭

人権学習人権学習

マラソン大会マラソン大会 クラスマッチクラスマッチ

中高合同で行う行事。学年関係なくみんなで励ま
しあいながらゴールを目指します。
中高合同で行う行事。学年関係なくみんなで励ま
しあいながらゴールを目指します。

探究活動の一環として３日間、調査や活動のた
めに２年生が参加します。
探究活動の一環として３日間、調査や活動のた
めに２年生が参加します。

研修旅行研修旅行

総合文化発表会総合文化発表会

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

オンライン授業・探究学習日
　年に数回、登校せずに行うオンライ
ンによる在宅学習を実施しています。
午前４時間オンライン授業を行い、午
後は探究学習として自ら学びをさらに
深めたり、自分の興味のあることにつ
いてじっくりと深く探究したりする日
として設定しています。

CSS特別講座
　Co-Studying Space の略称で、『学
びの共同空間』という意味です。仲間
や高校生と共同して、自分に必要な学
びに取り組むことを目的として、毎週
水曜日に実施しています。学年の枠を
超えて学習に取り組むことや、わから
ないことを互いに聞いたり教えたりす
る空間となることを目指しています。

ICT は文房具として
　毎日 ICT を効果的に活用した授業を
展開しています。授業に限らず、生徒
会活動や家庭学習にも幅広く活用して
おり、生徒にとっては文房具の一つと
なっています。

昼食はお弁当
　昼食はお弁当を各自持参し、「牛乳給
食」として牛乳のみ配膳されています。
また、斡旋弁当の注文や、「カレーの日」
を実施しています。

生徒会活動
　令和３年度から全員参加の生徒会と
して中学校独自の生徒会を加え、全部
で 17 の委員会に分かれて活動してい
ます。令和７年度スローガン「皆拓」
のもと、学校生活をより充実させるよ
うな自治活動を目指しています。

９割が電車通学
　東北信地域を中心に、電車、バス、
自転車を利用して通学しています。し
なの鉄道の「屋代高校前駅」が徒歩５
分と近くにあるため、９割近くの生徒
が電車を利用しています。

学校生活学校生活 School LifeSchool Life

第 10 期生
黒岩律希さん （屋代高校 2 年生）
　屋代高校附属中学校の
一番の魅力は、レベルの
高い仲間や、先輩後輩達
と６年間を通してさまざ
まな場所で交流をしたり、
一緒に学んだりできる環
境だと思います。
　附属中の授業では、先
生の話を聞いて理解する
だけではなく、自分がどう
思ったかを考えて発表する
機会がたくさんあります。
授業を通して、私は友達の話を聞いて納得したり、
新たに疑問に思ったことを先生に質問したりするこ
とで、自分の考えを深めることができました。また、
興味があることを長期間かけて探究していく時間が
あるため、研究のプロセスを学びながら、好きなこ
とを一人一人深めていくことができます。
　班活動では、私は小学校から続けていたためハ
ンドボール班を選び、現在もハンドボール班で練
習に励んでいます。私は仲間と一緒に切磋琢磨し、
心身共に成長することで、チームで全国大会に出
場することができました。中学生と高校生が隣で
練習し、時には高校生の練習に参加する機会もあ
るので、憧れの先輩達を目標にして活動すること
ができます。
　私は附属中で学んだ「文武両道」を忘れずに、自
分の夢に向かってこれからも励んでいきたいです。

教育理念　平成24年、この教育理念のもと屋代高等学校附属中学校が設立されました。

　人の心の痛みのわかる豊かな人間性の涵養、伸びる力を伸ばす学力の向上などにより、 さまざまな分野でリーダーシップを発揮する

ことができ、社会のために貢献できる人材の育成を目指す。

目指す生徒像　３つの要素を育て、バランスのとれた人材育成を目指します。  
　本校では、成長していく生徒一人ひとりをバランスのとれた強くたくましい人材に育てていきたいという願いのもと、「高い知性と

創造性」を身につけ、「豊かな人間性」を育て、「健やかな心と体」を育成するという３つの要素を大事にして指導していきます。　

　本校は高等学校と同じ敷地に中学校を併設した『併設型中高一貫校』です。
　入学者は入学者選抜（適性検査）により決まります。中学校へ入学後は、附属中学校で３年間学習活動を行い、無選抜で屋代高等学校
普通科へ進学します。
　つまり、本校は“屋代高等学校の生徒になるために学び、活動する中学校”です。

発達段階に応じたステージ設計
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80名
無選抜

入学者選抜
（高校入試）

基礎期
・学習習慣の確立
・自己理解
～生活習慣・学習習慣の確立～
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充実期
・深化発展学習の充実
・自己啓発
～中学生→高校生　自立の促進～

３年次・４年次

発展期
・個性、能力、進路に応じた学習
・自己実現

～自分の将来を考える～
５年次・６年次

先輩の言葉
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カリキュラムカリキュラム  Curriculum Curriculum

国語
　言葉のはたらきに注目し、効

果的な表現や論理的な文章の展

開について追究していきます。

数学
　数学的な考え方を使い、仲間

とともに答えまでの過程を大切

にしながら考えていきます。

道徳
　自分の意見や考えを共有しな

がら、互いを尊重し合う大切さ

を学びます。

保健体育
　楽しく身体を動かし、豊かに

生きていくための体力と健康に

関する知識を身に付けます。

社会
　歴史や現代社会の中にある

「なぜ」について、資料を集め
て仲間とともに解決していき
ます。

英語
　実際のコミュニケーションを
想定した活動や自分の考えを伝
える活動を通して英語の力を身
に付けます。

音楽
　仲間と協力しながら合奏・合
唱の練習を進めたり、鑑賞の活
動を通して、音楽的な見方や考
え方を広げていきます。

理科
　様々な自然事象から生み出さ
れる「なぜ」を大切に、理科の見
方・考え方を働かせて探究して
いきます。

美術
　自分の想像力を働かせたり、

ものを見て感じたりしたことを

様々な作品で表現します。

技術
　身の回りで役立つも

のを考え、実際に自分

たちで作ります。

家庭科
　生きていく中で必要

なスキルを身に付け、よ

りよい生活を作り出し

ます。
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　生徒たちが自分の力で学び続けられる人になれるように、仲間と協働的に学ぶことを大切に授業をしています。具体的に
は、「授業」「探究活動」「自主学習」という三つの柱で生徒の学びを支え、資質・能力を育成します。

４月 April ５月 May ６月 June ７月 July ８月 August ９月 September

10 月 October 11 月 November 12 月 December １月 January ２月 February ３月 March

・始業式
・入学式
・新入生歓迎会
・地域探索
・マラソン大会
・班結成

・授業公開①
・春季クラスマッチ
・妙高宿泊学習（1年）

入学式入学式

・保護者懇談会
・中体連県大会

・夏休み
・授業公開②

・千曲市探索（１年）
・前期考査
・研修旅行（２年）
・ものづくりフェア（２年）
・大学見学（３年）

・終始業式
・修学旅行（３年）
・市中合同音楽会（３年）
・中学入学選抜説明会
・福祉体験（２年）

・人権学習
・中学クラスマッチ

・県立中学校入学者選抜
・保護者懇談会
・中学生徒会選挙
・冬休み

・後期考査
・総合文化発表会

卒業式卒業式生徒会選挙生徒会選挙修学旅行修学旅行

海外語学研修海外語学研修

・一人一研究発表（高校）
・海外語学研修（３年）
・SSHフォーラム
・イングリッシュスクール（２年）
・卒業式
・終業式・離任式

・芸術鑑賞
・中学校説明会
・中体連北信大会
・鳩祭

地域探究学習地域探究学習

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

生徒会行事
最大のイベント
生徒会行事
最大のイベント

鳩祭鳩祭

人権学習人権学習

マラソン大会マラソン大会 クラスマッチクラスマッチ

中高合同で行う行事。学年関係なくみんなで励ま
しあいながらゴールを目指します。
中高合同で行う行事。学年関係なくみんなで励ま
しあいながらゴールを目指します。

探究活動の一環として３日間、調査や活動のた
めに２年生が参加します。
探究活動の一環として３日間、調査や活動のた
めに２年生が参加します。

研修旅行研修旅行

総合文化発表会総合文化発表会

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

オンライン授業・探究学習日
　年に数回、登校せずに行うオンライ
ンによる在宅学習を実施しています。
午前４時間オンライン授業を行い、午
後は探究学習として自ら学びをさらに
深めたり、自分の興味のあることにつ
いてじっくりと深く探究したりする日
として設定しています。

CSS特別講座
　Co-Studying Space の略称で、『学
びの共同空間』という意味です。仲間
や高校生と共同して、自分に必要な学
びに取り組むことを目的として、毎週
水曜日に実施しています。学年の枠を
超えて学習に取り組むことや、わから
ないことを互いに聞いたり教えたりす
る空間となることを目指しています。

ICT は文房具として
　毎日 ICT を効果的に活用した授業を
展開しています。授業に限らず、生徒
会活動や家庭学習にも幅広く活用して
おり、生徒にとっては文房具の一つと
なっています。

昼食はお弁当
　昼食はお弁当を各自持参し、「牛乳給
食」として牛乳のみ配膳されています。
また、斡旋弁当の注文や、「カレーの日」
を実施しています。

生徒会活動
　令和３年度から全員参加の生徒会と
して中学校独自の生徒会を加え、全部
で 17 の委員会に分かれて活動してい
ます。令和７年度スローガン「皆拓」
のもと、学校生活をより充実させるよ
うな自治活動を目指しています。

９割が電車通学
　東北信地域を中心に、電車、バス、
自転車を利用して通学しています。し
なの鉄道の「屋代高校前駅」が徒歩５
分と近くにあるため、９割近くの生徒
が電車を利用しています。

学校生活学校生活 School LifeSchool Life

第 10 期生
黒岩律希さん （屋代高校 2 年生）
　屋代高校附属中学校の
一番の魅力は、レベルの
高い仲間や、先輩後輩達
と６年間を通してさまざ
まな場所で交流をしたり、
一緒に学んだりできる環
境だと思います。
　附属中の授業では、先
生の話を聞いて理解する
だけではなく、自分がどう
思ったかを考えて発表する
機会がたくさんあります。
授業を通して、私は友達の話を聞いて納得したり、
新たに疑問に思ったことを先生に質問したりするこ
とで、自分の考えを深めることができました。また、
興味があることを長期間かけて探究していく時間が
あるため、研究のプロセスを学びながら、好きなこ
とを一人一人深めていくことができます。
　班活動では、私は小学校から続けていたためハ
ンドボール班を選び、現在もハンドボール班で練
習に励んでいます。私は仲間と一緒に切磋琢磨し、
心身共に成長することで、チームで全国大会に出
場することができました。中学生と高校生が隣で
練習し、時には高校生の練習に参加する機会もあ
るので、憧れの先輩達を目標にして活動すること
ができます。
　私は附属中で学んだ「文武両道」を忘れずに、自
分の夢に向かってこれからも励んでいきたいです。

教育理念　平成24年、この教育理念のもと屋代高等学校附属中学校が設立されました。

　人の心の痛みのわかる豊かな人間性の涵養、伸びる力を伸ばす学力の向上などにより、 さまざまな分野でリーダーシップを発揮する

ことができ、社会のために貢献できる人材の育成を目指す。

目指す生徒像　３つの要素を育て、バランスのとれた人材育成を目指します。  
　本校では、成長していく生徒一人ひとりをバランスのとれた強くたくましい人材に育てていきたいという願いのもと、「高い知性と

創造性」を身につけ、「豊かな人間性」を育て、「健やかな心と体」を育成するという３つの要素を大事にして指導していきます。　

　本校は高等学校と同じ敷地に中学校を併設した『併設型中高一貫校』です。
　入学者は入学者選抜（適性検査）により決まります。中学校へ入学後は、附属中学校で３年間学習活動を行い、無選抜で屋代高等学校
普通科へ進学します。
　つまり、本校は“屋代高等学校の生徒になるために学び、活動する中学校”です。

発達段階に応じたステージ設計
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無選抜

入学者選抜
（高校入試）

基礎期
・学習習慣の確立
・自己理解
～生活習慣・学習習慣の確立～

１年次・２年次

充実期
・深化発展学習の充実
・自己啓発
～中学生→高校生　自立の促進～

３年次・４年次

発展期
・個性、能力、進路に応じた学習
・自己実現

～自分の将来を考える～
５年次・６年次

先輩の言葉
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カリキュラムカリキュラム  Curriculum Curriculum

国語
　言葉のはたらきに注目し、効

果的な表現や論理的な文章の展

開について追究していきます。

数学
　数学的な考え方を使い、仲間

とともに答えまでの過程を大切

にしながら考えていきます。

道徳
　自分の意見や考えを共有しな

がら、互いを尊重し合う大切さ

を学びます。

保健体育
　楽しく身体を動かし、豊かに

生きていくための体力と健康に

関する知識を身に付けます。

社会
　歴史や現代社会の中にある

「なぜ」について、資料を集め
て仲間とともに解決していき
ます。

英語
　実際のコミュニケーションを
想定した活動や自分の考えを伝
える活動を通して英語の力を身
に付けます。

音楽
　仲間と協力しながら合奏・合
唱の練習を進めたり、鑑賞の活
動を通して、音楽的な見方や考
え方を広げていきます。

理科
　様々な自然事象から生み出さ
れる「なぜ」を大切に、理科の見
方・考え方を働かせて探究して
いきます。

美術
　自分の想像力を働かせたり、

ものを見て感じたりしたことを

様々な作品で表現します。

技術
　身の回りで役立つも

のを考え、実際に自分

たちで作ります。

家庭科
　生きていく中で必要

なスキルを身に付け、よ

りよい生活を作り出し

ます。
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　生徒たちが自分の力で学び続けられる人になれるように、仲間と協働的に学ぶことを大切に授業をしています。具体的に
は、「授業」「探究活動」「自主学習」という三つの柱で生徒の学びを支え、資質・能力を育成します。

４月 April ５月 May ６月 June ７月 July ８月 August ９月 September

10 月 October 11 月 November 12 月 December １月 January ２月 February ３月 March

・始業式
・入学式
・新入生歓迎会
・地域探索
・マラソン大会
・班結成

・授業公開①
・春季クラスマッチ
・妙高宿泊学習（1年）

入学式入学式

・保護者懇談会
・中体連県大会

・夏休み
・授業公開②

・千曲市探索（１年）
・前期考査
・研修旅行（２年）
・ものづくりフェア（２年）
・大学見学（３年）

・終始業式
・修学旅行（３年）
・市中合同音楽会（３年）
・中学入学選抜説明会
・福祉体験（２年）

・人権学習
・中学クラスマッチ

・県立中学校入学者選抜
・保護者懇談会
・中学生徒会選挙
・冬休み

・後期考査
・総合文化発表会

卒業式卒業式生徒会選挙生徒会選挙修学旅行修学旅行
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・イングリッシュスクール（２年）
・卒業式
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・芸術鑑賞
・中学校説明会
・中体連北信大会
・鳩祭

地域探究学習地域探究学習

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

様々な視点を持ち、地域について探究的に学習
します。例えば、棚田の田植えに参加、地域の
方へのインタビューや調査結果の整理など、主
体的に活動しています。

生徒会行事
最大のイベント
生徒会行事
最大のイベント

鳩祭鳩祭

人権学習人権学習

マラソン大会マラソン大会 クラスマッチクラスマッチ
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しあいながらゴールを目指します。
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１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

１年間行ってきた探究活動のまとめを発表する
日。探究的な学びは附属中での学習の核心と言
えるものです。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。

３年生は 11 日間海外でホームステイや語学学
校への通学を通し、語学力の向上に努めます。
令和６年度はオーストラリアで研修を行いました。
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いてじっくりと深く探究したりする日
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びの共同空間』という意味です。仲間
や高校生と共同して、自分に必要な学
びに取り組むことを目的として、毎週
水曜日に実施しています。学年の枠を
超えて学習に取り組むことや、わから
ないことを互いに聞いたり教えたりす
る空間となることを目指しています。

ICT は文房具として
　毎日 ICT を効果的に活用した授業を
展開しています。授業に限らず、生徒
会活動や家庭学習にも幅広く活用して
おり、生徒にとっては文房具の一つと
なっています。

昼食はお弁当
　昼食はお弁当を各自持参し、「牛乳給
食」として牛乳のみ配膳されています。
また、斡旋弁当の注文や、「カレーの日」
を実施しています。

生徒会活動
　令和３年度から全員参加の生徒会と
して中学校独自の生徒会を加え、全部
で 17 の委員会に分かれて活動してい
ます。令和７年度スローガン「皆拓」
のもと、学校生活をより充実させるよ
うな自治活動を目指しています。

９割が電車通学
　東北信地域を中心に、電車、バス、
自転車を利用して通学しています。し
なの鉄道の「屋代高校前駅」が徒歩５
分と近くにあるため、９割近くの生徒
が電車を利用しています。
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第 10 期生
黒岩律希さん （屋代高校 2 年生）
　屋代高校附属中学校の
一番の魅力は、レベルの
高い仲間や、先輩後輩達
と６年間を通してさまざ
まな場所で交流をしたり、
一緒に学んだりできる環
境だと思います。
　附属中の授業では、先
生の話を聞いて理解する
だけではなく、自分がどう
思ったかを考えて発表する
機会がたくさんあります。
授業を通して、私は友達の話を聞いて納得したり、
新たに疑問に思ったことを先生に質問したりするこ
とで、自分の考えを深めることができました。また、
興味があることを長期間かけて探究していく時間が
あるため、研究のプロセスを学びながら、好きなこ
とを一人一人深めていくことができます。
　班活動では、私は小学校から続けていたためハ
ンドボール班を選び、現在もハンドボール班で練
習に励んでいます。私は仲間と一緒に切磋琢磨し、
心身共に成長することで、チームで全国大会に出
場することができました。中学生と高校生が隣で
練習し、時には高校生の練習に参加する機会もあ
るので、憧れの先輩達を目標にして活動すること
ができます。
　私は附属中で学んだ「文武両道」を忘れずに、自
分の夢に向かってこれからも励んでいきたいです。

教育理念　平成24年、この教育理念のもと屋代高等学校附属中学校が設立されました。

　人の心の痛みのわかる豊かな人間性の涵養、伸びる力を伸ばす学力の向上などにより、 さまざまな分野でリーダーシップを発揮する

ことができ、社会のために貢献できる人材の育成を目指す。

目指す生徒像　３つの要素を育て、バランスのとれた人材育成を目指します。  
　本校では、成長していく生徒一人ひとりをバランスのとれた強くたくましい人材に育てていきたいという願いのもと、「高い知性と

創造性」を身につけ、「豊かな人間性」を育て、「健やかな心と体」を育成するという３つの要素を大事にして指導していきます。　

　本校は高等学校と同じ敷地に中学校を併設した『併設型中高一貫校』です。
　入学者は入学者選抜（適性検査）により決まります。中学校へ入学後は、附属中学校で３年間学習活動を行い、無選抜で屋代高等学校
普通科へ進学します。
　つまり、本校は“屋代高等学校の生徒になるために学び、活動する中学校”です。
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～中学生→高校生　自立の促進～

３年次・４年次

発展期
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５年次・６年次
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志　願　受　付　　令和７年11月11日（火）～13日（木）
適性検査・面接　　令和７年12月 ６日（土）
合 格 者 発 表　　令和７年12月16日（火）

【募集定員】
・80 名

【志願資格】
・令和８年３月に小学校、特別支援学校小学部を卒業
　する見込みの児童
・保護者とともに長野県内に居住する児童
　（自宅からの通学を基本とする）
　※詳しい内容は、長野県教育委員会ホームページ、又は学校ホームページを

　　 ご覧下さい。

【お車でお越しの場合】　更埴 I.C より約５分

【電車でお越しの場合】　屋代高校前駅より徒歩約５分

【問い合わせ先】

長野県屋代高等学校附属中学校
〒387-8501 長野県千曲市屋代 1000

電話 026-272-9201　FAX 026-272-9202

E-mail yashiro-fuzoku@pref.nagano.lg.jp　HP https://www.nagano-c.ed.jp/yashiro/
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●セブン
イレブン

●千曲市立屋代中学校

更埴 I.C 屋
代
高
校
前
駅

附属中学校

屋代高等高校高見町

屋代

粟佐北

長野道

・JA 共済小・中学生第 68 回書道コンクール  条幅の部　金賞

・第18 回スクラップ新聞コンクール（信濃毎日新聞社・信毎販

　売店主催）優秀賞２名受賞

・中学生の税についての作文「日本税理士会連合会会長賞」「関

　東信越国税局管内納税貯蓄組合連合会長賞」など４名受賞

・第 72 回長野県統計グラフコンクール第４部（中学生手描き）

　「長野県知事賞」「SBC 賞」等 16 名受賞

・読書感想文　中学校２類金賞

・第 36 回読書感想画コンクール優秀賞（県入選）

・第 43 回人権作文コンテスト長野県大会長野地区優良賞

A 学習習慣とテスト・考査等を学期の中で一連のサイ
クルとなるように年間計画を立てています。
☆印のついた月ではチェックテスト（単元テスト）や９
教科のパフォーマンステスト、レポート課題などを主に
行います。自分の力を確実なものにするために再テスト
を行う等の学習サイクルを導入しています。
　４月・８月・１月に学力推移調査で全国における自分
の学力を確認し、９月と２月に定期考査を行い、前期と
後期それぞれの評価をします。
　チェックテストや定期考査には、目標到達度に達成で
きるように、朝や放課後を使って学習したり、類似問題
の課題を出したりします。指導と評価を一体的にとらえ、
生徒一人ひとりの学習の成長を支援していきます。

屋代高等学校附属中学校のテスト・考査等

Q毎日の宿題とテストについて教えてください。

第 72 回長野県統計グラフコンクール授与式

前  

期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

学力推移調査 定期考査

学
力
の
高
ま
り

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。学力推移調査

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆☆ ☆

後  

期

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学力推移調査 定期考査

学
力
の
高
ま
り

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆ ☆
目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆

Q&AQ&A 令和６年度受賞実績令和６年度受賞実績 AwardsAwards

アクセスアクセス School InformationSchool Information

入学者選抜入学者選抜 Aptitude Test & InterviewAptitude Test & Interview
（１年次）

Ⅰ　入学時学校納入金　　　　　　　　　　 15,000円

Ⅱ　5月分以降の学校納入金〈予定額〉

　 （教材費・旅行積立等） 　 　 　　 5月　33,700円

 　　　　　　　　7・ 9・11・1月　16,700円

学校納入金学校納入金 School-Related FeesSchool-Related Fees

卒業後の進路卒業後の進路

クラブ活動クラブ活動 Club ActivitiesClub Activities

　屋代高校附属中学
校は、自らの興味関
心をとことん追究で
きる場です。中高一
貫校という特性を活
かし、中学３年間を
目先の受験に縛られ
ることなく、広い視
野で探究を深められ
る環境が整っていま
す。私 自 身、教 科 書
の枠を超えた発展的
な学習や、高校の内
容に触れる授業を通
して、学びの面白さ
を実感することがで
きました。
　また、学びに対して
同じ志を持つ仲間と切磋琢磨できたことも、大きな財産
です。互いに教え合い、考えを共有する中で、多様な価
値観に触れ、自分自身の考えをさらに深めることができ
ました。この附属中学校で得た学びの楽しさと、学び続
ける姿勢は、これから先の人生においても私の大切な礎
となると感じています。

After GraduationAfter Graduation

　屋代高等学校の卒業生は、“自分の夢の実現”のためほとんどの生

徒が 四年制大学、短期大学等の高等教育学校へ進学します。生徒

は、学校での通常授業や補習授業等での学習を大切にして、大学入

試に臨みます。下の表は、令和６年度（2024年度）の卒業生の合格

状況と、過去５ヵ年の主な進学先です。

令和６年度卒業生合格状況

最近5ヵ年の主な進学先  （四年制大学・既卒含む）

中学班活動の主な成績（2024 年度）

生徒数

267

国公立大学

169

私立大学

488

短期大学

１

専門学校等

２

●ハンドボール　中体連県大会 男子３位・女子３位

　　　　　　　　新人大会県大会出場

●硬 式 テ ニ ス　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 個人戦 ) 

　　　　　　　　　女子ダブルス３位 ( 北信越出場）

　　　　　　　　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 団体戦 ) 

　　　　　　　　　男子１位・女子１位 ( 男女ともに北信越大会出場 )

　　　　　　　　北信越中学生テニス選手権大会（団体戦）

　　　　　　　　兼 第 51 全国中学生テニス選手権大会・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越地域予選大会女子３位

●柔　道　中体連県大会出場

●水　泳　中体連県大会出場

●卓　球　中体連北信地区予選 出場

　　　　　新人大会北信地区出場

●科　学　第 68 回長野県学生科学賞＜中学生の部＞優良賞

●吹奏楽　北信 B 地区吹奏楽コンクール B 編成 銀賞

　　　　　SBC こども音楽コンクール上田大会 かんてんぱぱ賞

　　　　　長野県アンサンブルコンテスト中学校の部　北信ブロック大会　銀賞

●合　唱　東信 A 地区小中学校ボーカルアンサンブルフェスティバル 銀賞

●美　術　第 14 回わたしの「ふる里自慢」絵画コンクール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生の部 最優秀賞

私立大学
独協、千葉工業、青山学院、学習院、北里、慶應義塾、
国際基督教、工学院、國學院、東洋、駒澤、芝浦工業、
順天堂、成蹊、上智、専修、中央、日本、津田塾、東京女子、
東京電機、東京理科、法政、明治、立教、早稲田、明治薬科、
学習院女子、南山、同志社、立命館、関西、龍谷、近畿、
関西学院　等

国公立大学
北海道、東北、秋田、福島、茨城、筑波、群馬、埼玉、千葉、
お茶の水、電気通信、東京、東京科学、東京海洋、東
京外国語、東京学芸、東京農工、一橋、横浜国立、新潟、
上越教育、富山、金沢、福井、山梨、信州、静岡、名古屋、
京都、大阪、神戸、徳島、九州、宮崎、国際教養、福
島県立医科、高崎経済、東京都立、横浜市立、都留文科、
大阪公立、長野県立、長野、長野県看護　等

先輩の言葉第８期生
脇本理沙さん（慶応義塾大学医学部）

運 動 班

柔　　道
剣　　道
卓　　球
水　　泳

硬式テニス
ハンドボール
バスケットボール

山　　岳

学 芸 班

吹 奏 楽
合　　唱
科　　学
書　　道
美　　術
演　　劇
英　　語
弦　　楽

ギター・マンドリン

屋代高校の校章はなぜ「鳩」なの？
創立時の名称は「埴科中学校」で通称「埴中」（ハニチュウ）と呼ばれて

いました。「鳩二羽の中学」ということで鳩が二羽います。

　男子の制服はやや灰色がかった墨黒の詰

襟学生服で、６個のボタンが中高一貫６か

年を表現しています。女子の制服はグレー

のブレザーとスラックスやあんずの花をイ

メージしたミニチェック柄のスカートです。

男女共、胸に本校オリジナルの刺繍、校章

をデザインしたボタンを使用し、附属中学

校の生徒としての気品と誇りが漂う制服に

なっています。

第12期生　屋代高等学校附属中学校　
生徒会長　古林快土さん （附属中３年生）

夏服 冬服

伝統と実績
大正12年に「長野県埴科中学校」として開

校し、大正14年に「長野県屋代中学校」と改
称されました。その後、昭和23年の学制改革
により「屋代東高等学校」、更に昭和38年
「長野県屋代高等学校」と校名を変更しなが
ら令和５年度に創立100周年を迎えました。

これまでの間、定時制の併設（昭和23～51
年）、理数科設置（平成４年）、そして附属中
学校創設（平成24年）など、地域と時代の要
請に応える後期中等教育の中核をなす高等学
校として発展してきました。

魂の故郷屋代
　屋代高等学校の生徒（＝屋高生）が、学校で過ごし

た時間や経験はかけがえのないものであり、人生にお
ける精神的な支柱、そして心の拠り所になっていきます。
　卒業生が胸のうちで大切に抱くその思いは、校歌の
中で『魂の故郷（たましいのふるさと）』という言葉で
表されています。屋代高等学校では心を育てることで、
人を育てていきます。
　屋代高等学校の校是の一つが『質実剛健』です。そ
の意味は、「飾り気がなく真面目で、たくましく、しっ
かりしているさま」を指します。
　屋高生の日々の生活、姿そのものが校是と一体化し
ています。

旧制埴科中学校校舎（大正12年頃）
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現役生の言葉

「意志力」「思考力」「貢献力」「人間力」「創造力」「教養力」「協働力」「実行力」―これは、屋代高等学校附属中で掲
げられている言葉です。私は、これまでの学校生活を通して、これら８つの力を伸ばすことができたと感じています。

たとえば授業では、１人１台の端末を活用しながら、意見をまとめて発表したり、仲間と一緒に考えを深めた
りする機会がたくさんあります。ただ知識を学ぶだけでなく「どう考えるか」「どう伝えるか」も重視されてい
て、自分の意見に自信がもてるようになりました。

探究学習では、千曲市に関わる取組を行ったり、学年が上がると自分の関心に合わせた研究をしたりすることがで
きます。教科書には載っていない、これからの社会で必要になる力を、実感を伴って身につけられるのが特徴です。

そして生徒会では、全校生徒でより良い学校をつくるために意見を出し合い、企画を形にしていきます。仲間
と協力しながら、自分の「やってみたい」を実現できる場がここにはあります。

こうした日々の活動を通して、自然と８つの力が自分の中に育っていくのを感じられるのが、屋代高等学校附
属中の魅力だと思います。受検を迷っている方も、公開授業や鳩祭（文化祭）などの行事に参加することで、附
属中の雰囲気や実際にどんなことをしているかを知ることができます。ぜひ一度、見に来てみてください。

屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目）屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目） HistoryHistory

制服制服 School UniformsSchool Uniforms

県立中高一貫校 

長野県屋代高等学校
附  属  中  学  校

Yashiro Fuzoku Junior High School

創立平成24年度（開校1４年目）

https://yashiro.jpn.org/ 附属中活動↑

令和７年度（2025 年度）

学校案内

魂の故郷　屋代魂の故郷　屋代
質実剛健　文武両道質実剛健　文武両道

ふ る さ とふ る さ と



志　願　受　付　　令和７年11月11日（火）～13日（木）
適性検査・面接　　令和７年12月 ６日（土）
合 格 者 発 表　　令和７年12月16日（火）

【募集定員】
・80 名

【志願資格】
・令和８年３月に小学校、特別支援学校小学部を卒業
　する見込みの児童
・保護者とともに長野県内に居住する児童
　（自宅からの通学を基本とする）
　※詳しい内容は、長野県教育委員会ホームページ、又は学校ホームページを

　　 ご覧下さい。

【お車でお越しの場合】　更埴 I.C より約５分

【電車でお越しの場合】　屋代高校前駅より徒歩約５分

【問い合わせ先】

長野県屋代高等学校附属中学校
〒387-8501 長野県千曲市屋代 1000

電話 026-272-9201　FAX 026-272-9202

E-mail yashiro-fuzoku@pref.nagano.lg.jp　HP https://www.nagano-c.ed.jp/yashiro/
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●セブン
イレブン

●千曲市立屋代中学校

更埴 I.C 屋
代
高
校
前
駅

附属中学校

屋代高等高校高見町

屋代

粟佐北

長野道

・JA 共済小・中学生第 68 回書道コンクール  条幅の部　金賞

・第18 回スクラップ新聞コンクール（信濃毎日新聞社・信毎販

　売店主催）優秀賞２名受賞

・中学生の税についての作文「日本税理士会連合会会長賞」「関

　東信越国税局管内納税貯蓄組合連合会長賞」など４名受賞

・第 72 回長野県統計グラフコンクール第４部（中学生手描き）

　「長野県知事賞」「SBC 賞」等 16 名受賞

・読書感想文　中学校２類金賞

・第 36 回読書感想画コンクール優秀賞（県入選）

・第 43 回人権作文コンテスト長野県大会長野地区優良賞

A 学習習慣とテスト・考査等を学期の中で一連のサイ
クルとなるように年間計画を立てています。
☆印のついた月ではチェックテスト（単元テスト）や９
教科のパフォーマンステスト、レポート課題などを主に
行います。自分の力を確実なものにするために再テスト
を行う等の学習サイクルを導入しています。
　４月・８月・１月に学力推移調査で全国における自分
の学力を確認し、９月と２月に定期考査を行い、前期と
後期それぞれの評価をします。
　チェックテストや定期考査には、目標到達度に達成で
きるように、朝や放課後を使って学習したり、類似問題
の課題を出したりします。指導と評価を一体的にとらえ、
生徒一人ひとりの学習の成長を支援していきます。

屋代高等学校附属中学校のテスト・考査等

Q毎日の宿題とテストについて教えてください。

第 72 回長野県統計グラフコンクール授与式

前  

期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

学力推移調査 定期考査

学
力
の
高
ま
り

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。学力推移調査

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆☆ ☆

後  

期

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

学力推移調査 定期考査

学
力
の
高
ま
り

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆ ☆
目標に到達できるよう
に繰り返し確かな学力
を身に付けます。

☆

Q&AQ&A 令和６年度受賞実績令和６年度受賞実績 AwardsAwards

アクセスアクセス School InformationSchool Information

入学者選抜入学者選抜 Aptitude Test & InterviewAptitude Test & Interview
（１年次）

Ⅰ　入学時学校納入金　　　　　　　　　　 15,000円

Ⅱ　5月分以降の学校納入金〈予定額〉

　 （教材費・旅行積立等） 　 　 　　 5月　33,700円

 　　　　　　　　7・ 9・11・1月　16,700円

学校納入金学校納入金 School-Related FeesSchool-Related Fees

卒業後の進路卒業後の進路

クラブ活動クラブ活動 Club ActivitiesClub Activities

　屋代高校附属中学
校は、自らの興味関
心をとことん追究で
きる場です。中高一
貫校という特性を活
かし、中学３年間を
目先の受験に縛られ
ることなく、広い視
野で探究を深められ
る環境が整っていま
す。私 自 身、教 科 書
の枠を超えた発展的
な学習や、高校の内
容に触れる授業を通
して、学びの面白さ
を実感することがで
きました。
　また、学びに対して
同じ志を持つ仲間と切磋琢磨できたことも、大きな財産
です。互いに教え合い、考えを共有する中で、多様な価
値観に触れ、自分自身の考えをさらに深めることができ
ました。この附属中学校で得た学びの楽しさと、学び続
ける姿勢は、これから先の人生においても私の大切な礎
となると感じています。

After GraduationAfter Graduation

　屋代高等学校の卒業生は、“自分の夢の実現”のためほとんどの生

徒が 四年制大学、短期大学等の高等教育学校へ進学します。生徒

は、学校での通常授業や補習授業等での学習を大切にして、大学入

試に臨みます。下の表は、令和６年度（2024年度）の卒業生の合格

状況と、過去５ヵ年の主な進学先です。

令和６年度卒業生合格状況

最近5ヵ年の主な進学先  （四年制大学・既卒含む）

中学班活動の主な成績（2024 年度）

生徒数

267

国公立大学

169

私立大学

488

短期大学

１

専門学校等

２

●ハンドボール　中体連県大会 男子３位・女子３位

　　　　　　　　新人大会県大会出場

●硬 式 テ ニ ス　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 個人戦 ) 

　　　　　　　　　女子ダブルス３位 ( 北信越出場）

　　　　　　　　全国中学生テニス選手権長野県予選 ( 団体戦 ) 

　　　　　　　　　男子１位・女子１位 ( 男女ともに北信越大会出場 )

　　　　　　　　北信越中学生テニス選手権大会（団体戦）

　　　　　　　　兼 第 51 全国中学生テニス選手権大会・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信越地域予選大会女子３位

●柔　道　中体連県大会出場

●水　泳　中体連県大会出場

●卓　球　中体連北信地区予選 出場

　　　　　新人大会北信地区出場

●科　学　第 68 回長野県学生科学賞＜中学生の部＞優良賞

●吹奏楽　北信 B 地区吹奏楽コンクール B 編成 銀賞

　　　　　SBC こども音楽コンクール上田大会 かんてんぱぱ賞

　　　　　長野県アンサンブルコンテスト中学校の部　北信ブロック大会　銀賞

●合　唱　東信 A 地区小中学校ボーカルアンサンブルフェスティバル 銀賞

●美　術　第 14 回わたしの「ふる里自慢」絵画コンクール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生の部 最優秀賞

私立大学
独協、千葉工業、青山学院、学習院、北里、慶應義塾、
国際基督教、工学院、國學院、東洋、駒澤、芝浦工業、
順天堂、成蹊、上智、専修、中央、日本、津田塾、東京女子、
東京電機、東京理科、法政、明治、立教、早稲田、明治薬科、
学習院女子、南山、同志社、立命館、関西、龍谷、近畿、
関西学院　等

国公立大学
北海道、東北、秋田、福島、茨城、筑波、群馬、埼玉、千葉、
お茶の水、電気通信、東京、東京科学、東京海洋、東
京外国語、東京学芸、東京農工、一橋、横浜国立、新潟、
上越教育、富山、金沢、福井、山梨、信州、静岡、名古屋、
京都、大阪、神戸、徳島、九州、宮崎、国際教養、福
島県立医科、高崎経済、東京都立、横浜市立、都留文科、
大阪公立、長野県立、長野、長野県看護　等

先輩の言葉第８期生
脇本理沙さん（慶応義塾大学医学部）

運 動 班

柔　　道
剣　　道
卓　　球
水　　泳

硬式テニス
ハンドボール
バスケットボール

山　　岳

学 芸 班

吹 奏 楽
合　　唱
科　　学
書　　道
美　　術
演　　劇
英　　語
弦　　楽

ギター・マンドリン

屋代高校の校章はなぜ「鳩」なの？
創立時の名称は「埴科中学校」で通称「埴中」（ハニチュウ）と呼ばれて

いました。「鳩二羽の中学」ということで鳩が二羽います。

　男子の制服はやや灰色がかった墨黒の詰

襟学生服で、６個のボタンが中高一貫６か

年を表現しています。女子の制服はグレー

のブレザーとスラックスやあんずの花をイ

メージしたミニチェック柄のスカートです。

男女共、胸に本校オリジナルの刺繍、校章

をデザインしたボタンを使用し、附属中学

校の生徒としての気品と誇りが漂う制服に

なっています。

第12期生　屋代高等学校附属中学校　
生徒会長　古林快土さん （附属中３年生）

夏服 冬服

伝統と実績
大正12年に「長野県埴科中学校」として開

校し、大正14年に「長野県屋代中学校」と改
称されました。その後、昭和23年の学制改革
により「屋代東高等学校」、更に昭和38年
「長野県屋代高等学校」と校名を変更しなが
ら令和５年度に創立100周年を迎えました。

これまでの間、定時制の併設（昭和23～51
年）、理数科設置（平成４年）、そして附属中
学校創設（平成24年）など、地域と時代の要
請に応える後期中等教育の中核をなす高等学
校として発展してきました。

魂の故郷屋代
　屋代高等学校の生徒（＝屋高生）が、学校で過ごし

た時間や経験はかけがえのないものであり、人生にお
ける精神的な支柱、そして心の拠り所になっていきます。
　卒業生が胸のうちで大切に抱くその思いは、校歌の
中で『魂の故郷（たましいのふるさと）』という言葉で
表されています。屋代高等学校では心を育てることで、
人を育てていきます。
　屋代高等学校の校是の一つが『質実剛健』です。そ
の意味は、「飾り気がなく真面目で、たくましく、しっ
かりしているさま」を指します。
　屋高生の日々の生活、姿そのものが校是と一体化し
ています。

旧制埴科中学校校舎（大正12年頃）
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現役生の言葉

「意志力」「思考力」「貢献力」「人間力」「創造力」「教養力」「協働力」「実行力」―これは、屋代高等学校附属中で掲
げられている言葉です。私は、これまでの学校生活を通して、これら８つの力を伸ばすことができたと感じています。

たとえば授業では、１人１台の端末を活用しながら、意見をまとめて発表したり、仲間と一緒に考えを深めた
りする機会がたくさんあります。ただ知識を学ぶだけでなく「どう考えるか」「どう伝えるか」も重視されてい
て、自分の意見に自信がもてるようになりました。

探究学習では、千曲市に関わる取組を行ったり、学年が上がると自分の関心に合わせた研究をしたりすることがで
きます。教科書には載っていない、これからの社会で必要になる力を、実感を伴って身につけられるのが特徴です。

そして生徒会では、全校生徒でより良い学校をつくるために意見を出し合い、企画を形にしていきます。仲間
と協力しながら、自分の「やってみたい」を実現できる場がここにはあります。

こうした日々の活動を通して、自然と８つの力が自分の中に育っていくのを感じられるのが、屋代高等学校附
属中の魅力だと思います。受検を迷っている方も、公開授業や鳩祭（文化祭）などの行事に参加することで、附
属中の雰囲気や実際にどんなことをしているかを知ることができます。ぜひ一度、見に来てみてください。

屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目）屋代高等学校　創立大正12年（開校103年目） HistoryHistory

制服制服 School UniformsSchool Uniforms

県立中高一貫校 

長野県屋代高等学校
附  属  中  学  校

Yashiro Fuzoku Junior High School

創立平成24年度（開校1４年目）

https://yashiro.jpn.org/ 附属中活動↑

令和７年度（2025 年度）

学校案内

魂の故郷　屋代魂の故郷　屋代
質実剛健　文武両道質実剛健　文武両道

ふ る さ とふ る さ と


